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調査物件の特徴（あいさつ状）

調査票（調査物件）

 札幌市バージョンとそれ以外の自治体バージョンの2パターン、付帯調査の種類により2パターンの計4パターンを作成。
（裏面は付帯調査の種類により2パターン）

 インセンティブは抽選によるプレゼントを想定し、裏面下部に応募用紙となる部分を確保。
【表面：札幌市、日曜調査バージョン】 【表面：札幌市以外、日曜調査バージョン】 【表面：札幌市、意識調査バージョン】 【表面：札幌市以外、意識調査バージョン】

【裏面：日曜調査バージョン】 【裏面：意識調査バージョン】

インセンティブの
抽選応募用紙

凡例： 調査パターン毎に異なる箇所

付帯調査の種類により
調査日の記載を変更
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調査物件の特徴（返信用封筒）

調査票（調査物件）

 付帯調査の種類により2パターンを作成。

【日曜調査バージョン】 【意識調査バージョン】

回答者確認用の
チェックリスト

凡例： 調査パターン毎に異なる箇所
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調査物件の特徴（お礼はがき）

調査票（調査物件）

 札幌市バージョンとそれ以外の自治体バージョンの2パターンを作成。

【表面：札幌市バージョン】 【裏面：札幌市バージョン】

料金後納
郵便

郵  便  は  が  き

マーク マーク

　

お問い合わせ先 道央都市圏パーソントリップ調査サポートセンター

TEL　0120-○○○-○○○○ （９：００～１７：００ 土日祝休）

〒〇〇〇－〇〇〇
札幌市〇〇区〇〇町〇番〇号　〇〇ビル〇階

（調査受託者：〇〇〇〇〇〇〇）

調査主体 北海道　 札幌市　 小樽市　 岩見沢市 江別市
千歳市　 恵庭市　 北広島市 石狩市　 当別町
南幌町　 長沼町　 新篠津村

【返還先】　　〒〇〇〇－〇〇〇　札幌市〇〇区〇〇町〇番〇号
　　　　　　　　〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

道央都市圏パーソントリップ調査に
ご協力いただきありがとうございます

知事
写真

市長
写真

回答方法 ご回答の際は、インターネットでのご回答が便利です

●インターネットでのご回答方法

●紙でのご回答方法
過日送付した調査票にご回答いただき、同封した返信用封筒にてご

返送ください。

下記回答サイトにアクセスしご回答ください。

調査票をお持ちでない方は表面記載のサポートセンターまでご連絡ください。

QR
コード調査日、整理番号、パスワードについては、過日送付した

調査票に同封の「ご協力のお願い」をご参照ください。

https://aaaaaaaaaaaaaa-pt.jp

道央ＰＴ 検索

　なお、まだご回答いただ
いていない方におかれまし
ては、ご多忙のところ誠に
恐縮ですが、調査へのご理
解をいただきまして、ぜひ
ご協力いただけますよう、
重ねてお願い申し上げます｡

このハガキは調査対象となられたすべての世帯に送付しています。
すでに、調査にご協力いただけない旨をご連絡いただいた方には、
行き違いとなりましたことをお詫びいたします。

※

料金後納
郵便

郵  便  は  が  き

　

お問い合わせ先 道央都市圏パーソントリップ調査サポートセンター

TEL　0120-○○○-○○○○ （９：００～１７：００ 土日祝休）

〒〇〇〇－〇〇〇
札幌市〇〇区〇〇町〇番〇号　〇〇ビル〇階

（調査受託者：〇〇〇〇〇〇〇）

マーク

北海道 建設部 まちづくり局 都市計画課
TEL　011-○○○-○○○○

調査主体 北海道　 札幌市　 小樽市　 岩見沢市 江別市
千歳市　 恵庭市　 北広島市 石狩市　 当別町
南幌町　 長沼町　 新篠津村

【返還先】　　〒〇〇〇－〇〇〇　札幌市〇〇区〇〇町〇番〇号
　　　　　　　　〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

道央都市圏パーソントリップ調査に
ご協力いただきありがとうございます

　なお、まだご回答いただいていない
方におかれましては、ご多忙のところ
誠に恐縮ですが、調査へのご理解をい
ただきまして、ぜひご協力いただけま
すよう、重ねてお願い申し上げます。

このハガキは調査対象となられたすべての世帯に送付しています。
すでに、調査にご協力いただけない旨をご連絡いただいた方には、
行き違いとなりましたことをお詫びいたします。

知事
写真

※

回答方法 ご回答の際は、インターネットでのご回答が便利です

●インターネットでのご回答方法

●紙でのご回答方法
過日送付した調査票にご回答いただき、同封した返信用封筒にてご

返送ください。

下記回答サイトにアクセスしご回答ください。

調査票をお持ちでない方は表面記載のサポートセンターまでご連絡ください。

QR
コード調査日、整理番号、パスワードについては、過日送付した

調査票に同封の「ご協力のお願い」をご参照ください。

https://aaaaaaaaaaaaaa-pt.jp

道央ＰＴ 検索

【表面：札幌市以外バージョン】 【裏面：札幌市以外バージョン】

調査協力に対するお礼の中に
回答を促すメッセージを記載

凡例： 調査パターン毎に異なる箇所



調査スケジュールについて
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 一般的にWeb先行型の調査では、十分な作業期間・作業体制のもとで期待する効果を発揮することが判明。
 10～11月という北海道（積雪寒冷地）ならではの限られた調査時期を考慮すると、Web併用型の方が望ましいと判断。

Web先行型とWeb併用型の比較

調査スケジュールの詳細検討（調査）

9月 10月 11月 12月

Web
先行型

第１ロット

第２ロット

第３ロット

予備第１ロット
(Web併用型で実施)

予備第２ロット
(Web併用型で実施)

Web
併用型

第１ロット

第２ロット

第３ロット

予備第１ロット

予備第２ロット

Web調査
お願いはがき発送

Web
調査日

調査票
調査日

Web調査
回答期限

調査票調査
回答期限

Web調査
お願いはがき発送

Web
調査日

調査票
調査日

Web調査
回答期限

調査票調査
回答期限

Web調査
お願いはがき発送

Web
調査日

調査票
調査日

Web調査
回答期限

調査票調査
回答期限

お願いはがき
発送

web調査、調査票
調査日

回答期限

お願いはがき
発送

web調査、調査票
調査日

回答期限

最初に積雪が観測された日 長期積雪
初日日付 積雪

2022年 11/30 2cm 11/30

2023年 11/24 14cm 12/11

2024年 11/6 1cm 12/5

お願いはがき
発送

web調査、調査票
調査日

回答期限

第１ロットのみ
調査票調査日まで終了

お願いはがき
発送

web調査、調査票
調査日

回答期限

お願いはがき
発送

web調査、調査票
調査日

回答期限

お願いはがき
発送

web調査、調査票
調査日

回答期限

積雪が観測される
可能性が高い

お願いはがき
発送

web調査、調査票
調査日

回答期限

第３ロットの
調査日も終了

調査スケジュール（案） Web先行型 Web併用型

メ
リ
ッ
ト

・Web回答割合が高まること
が期待（データ集計作業軽減）

・Web回答者への調査票の発
送を抑制することが可能（郵
便料金を低減（確実な抜き取り
が不可欠）） （Web回答の状況
を見てからの印刷では間に合わ
ないため印刷費削減は不可）

・Webと調査票で調査日が分
散するため、問い合わせの
ピークが分散されることが期
待（サポートセンター規模の抑
制が可能）

・第３ロットの調査日を過ぎて
から予備ロット発送の判断が
可能（適切な判断が実現）

・余裕をもった準備期間の確
保が可能であり、先行型と比
べて調査員の作業がシンプ
ルであるため、発送間違いと
いったトラブルやリスクの低
減に寄与（調査の信頼性確保）

・Web回答時も、手元で紙の
調査票を参照しながら回答
可（途中離脱の防止に期待）

デ
メ
リ
ッ
ト

・Web回答済みの調査票の確
実な抜き取り作業が必須（余
裕をもった期間確保が必要）

・第１ロットの回答状況のみで
予備ロット発送を判断（誤っ
た判断となるリスクが増大）

・スケジュールや手順が煩雑に
なるため、作業スタッフへの
入念な指導が必要（ヒューマン
エラーのリスクが高い）

・お願いはがきの発送戻りを
除き、調査票を全世帯へ発
送（郵便料金の抑制が不可）

・先行型と比べるとWeb回答
の割合が低い傾向（データ集
計作業の軽減の規模が縮小）

・Webと調査票で調査日が同
一のため、問い合わせのピー
クの集中が懸念（サポートセン
ターの規模が大きくなる）

11/20頃までに、予備ロットも
含めたすべての調査日を設定

することが望ましい
予備ロットの発送に向けてより適切な判断が可能で、

ミスが少なく信頼性が高い調査を実現するため、
「Web併用型」が望ましいと判断
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 令和７年３月に設置した協議会で調査票を確定させた後に総務省申請。 試行調査結果を踏まえて調査実施計画を再検討。
 住民基本台帳の抽出は令和７年5月、実態調査は令和７年10月にWeb回答と調査票による回答の併用調査を実施。
 今年度中に回収票の整理など１次集計を実施する考え。

Web併用型スケジュール（案）

調査スケジュールの詳細検討（全体）

１月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

令和６年 令和7年 令和8年

広報PR方法検討

住民基本
台帳抽出

対象者
名簿作成

総務省申請

★

★

★

★ ★

★

★

★

★

検討会

幹事会

協議会

幹事会

★

対象地域の設定

対象者の設定

本体・付帯調査の設定

調査票の設計

調査票
の確定

実施本部の調整 実施本部の設置・調査管理

Ｒ
６
活
動
試
行
調
査

Web調査システムの構築

予備ロット
次第広報PR実施

調査票、調査物件の
印刷、封入

補完調査
スクリーンライン、
コードンライン調査

実態調査の時期に合わせて実施

★

調査実施
（調査物件
配布、回収）

第1ロット ： 9/10はがき発送、 9/24調査票発送、10/ 1･ 5調査、10/22締切
第2ロット ： 9/17はがき発送、10/ 1調査票発送、10/ 8･12調査、10/29締切
第3ロット ： 9/24はがき発送、10/ 8調査票発送、10/15･19調査、11/ 5締切

予備第1ロット：10/22はがき発送、10/29調査票発送、11/ 5･ 9調査、11/26締切
予備第2ロット：10/29はがき発送、11/ 5調査票発送、11/12･16調査、12/ 3締切

回収票の整理、エディティング、コーディング、データ入力、一次集計

実態調査

Web調査
紙調査

度中に１次集計を実施。
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Web併用型スケジュール（案）

調査スケジュールの検討（調査対象者別）

 各ロットは１週間ずつスライドしたスケジュールで調査日を設定。
 予備ロットの発送の是非は回答状況を踏まえた判断となるため、第3ロットの3週間後に設定。

お願いはがき
発送

調査票
発送

Web調査日
調査票調査日

お礼はがき
発送

回答期限

第1ロット 9/10（水） 9/24（水）
10/ 1（水）
10/ 5（日）

10/15（水） 10/22（水）

第2ロット 9/17（水） 10/ 1（水）
10/ 8（水）
10/12（日）

10/22（水） 10/29（水）

第3ロット 9/24（水） 10/ 8（水）
10/15（水）
10/19（日）

10/29（水） 11/ 5（水）

予備第1ロット
10/22（水）

発送戻りを把握する
期間を短縮

10/29（水）
11/5（水）
11/9（日）

11/19（水） 11/26（水）

予備第2ロット
10/29（水）

発送戻りを把握する
期間を短縮

11/ 5（水）
11/12（水）
11/16（日）

11/26（水） 12/ 3（水）

2週間

※発送戻りを把握
する期間を確保

平日調査まで
1週間

日曜調査から
10日間 1週間

1週間

1週間

3週間
（お願いはがき
のみ4週間）

1週間

※発送の是非を
判断する期間を確保



冬の移動実態把握
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冬期交通実態の把握方法案

 冬期の交通実態は、秋期のＰＴ調査結果を付帯調査（個人意識調査等）や様々な統計データ・ビッグデータで補正し把握する。
 個人意識調査では、冬期における外出率・交通手段・出発時刻などの変化に関するデータを得られるように設問を設定。
 補完調査や外部データ（統計データやビッグデータ）は、秋期と冬期の比較が適正に行えるように検討し取得する。

冬期交通実態の把握

個人データ生成モデル

秋期アクティビティ・
ベースド・モデル

（ABM）
ツアー、立ち寄り

個人データ
性別、年齢、居住地、就
業形態、勤務地、世帯構
成、免許保有等を付与

施設データ
（事務所、店舗、公共

施設等）

秋期交通ｻｰﾋﾞｽﾃﾞｰﾀ
（LOSデータ：所要
時間、料金）

自動車
経路配分

歩行・自転車
回遊など

公共交通
経路配分

各個人の秋期一日の移動・活動データ
（秋期ＰＴ調査マスター）

各交通手
段のネット
ワーク
データ

各個人の秋期一日の
移動・活動データ

（ＰＴ配分経路・所要時間）

秋期の主要な
路線別断面交通量
（補完調査（スクリーンラ
イン調査、コードンライン
調査）：自動車交通量、事
業者データ：駅・停留場別
または駅・停留場間乗降
客数、調査：駅周辺歩行
者数や駐輪台数）

交通手段分
担率（秋期
ＰＴ調査）

交通手段別
総利用者数
（統計ﾃﾞｰﾀ）

秋期交通モデルの補正

集計後の比較検証、
補正

集計後の
比較検証、
補正

秋期BPRなどの修正

ゾーン別滞
留人口（秋
期人流ﾋﾞｯｸﾞ
ﾃﾞｰﾀ※）

①秋期の交通実態把握

個人データ生成モデル

冬期アクティビティ・
ベースド・モデル

（ABM）
ツアー、立ち寄り

個人データ
左記と同様のデータを付与

施設データ
（事務所、店舗、公共

施設等）

冬期交通ｻｰﾋﾞｽﾃﾞｰﾀ
（LOSデータ：所要
時間、料金）

自動車
経路配分

歩行・自転車
回遊など

公共交通
経路配分

各個人の冬期一日の移動・活動データ
（冬期データ構築）

各交通手
段のネット
ワーク
データ

各個人の冬期一日の
移動・活動データ

（ＰＴ配分経路・所要時間）

冬期の主要な
路線別断面交通量
（補完調査（スクリーンラ
イン調査、コードンライン
調査）：自動車交通量、事
業者データ：駅・停留場別
または駅・停留場間乗降
客数、調査：駅周辺歩行
者数や駐輪台数）

交通手段分
担率（ＰＴ付
帯調査を踏
まえた冬期
集計値）

交通手段別
総利用者数
（統計ﾃﾞｰﾀ）

冬期交通モデルの補正

集計後の比較検証、
補正

ゾーン別滞
留人口（冬
期人流ﾋﾞｯｸﾞ
ﾃﾞｰﾀ※）

冬期交通データ構築(仮)冬期行動変容実態：外出
率・交通手段・出発時刻

（ＰＴ付帯調査）

秋期の主要ＯＤ間時間距離
（自動車所要時間：ETC2.0による幹線
道路集計、公共交通：時刻表および事業
者データによる運行時所要時間）

集計後の
比較検証、
補正

冬期BPRなどの調整

冬期の主要ＯＤ時間距離
（自動車所要時間：ETC2.0による幹線
道路集計、公共交通：時刻表および事業
者データによる運行時所要時間）

PT調査データとABMを活用した秋期および冬期の移動・活動データの再現手法（案）

※上記の「人流ビッグデータ」は、ＫＬＡを想定するが、サンプル数が不足するなどの課題がある場合は、他の人流データ（モバイル空間統計等）の購入を検討

生成交通量
の予測

参考
四段階推計も
並行で検討

発生集中
交通量の予測

分布交通量
の予測

分担交通量
の予測

配分交通量
の予測

※ABMによる各
個人の予測結
果と上記四段
階推計の予測
結果を比較

②冬期の交通実態把握
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拡大処理等を見据えた補完調査の検討

拡大処理に活用する様々なデータ

○ モデルの精度検証や拡大処理に、全国道路・街路交通情勢調査（道路交通センサス）や交通管制センターのデータ・交通機関
利用者数など様々なデータを活用。

○ 今後、PT調査データが様々な母数データになるべく整合するような拡大係数の設定が必要。（協議会等で検討予定）
○ 活用したい様々なデータ提供の可否については、個人情報の取扱いに留意しながら、各データの所有者へ個別に相談。

▲ 年齢階層別の夜間人口による拡大処理のイメージ

図表参照元：都市交通調査ガイダンス（令和６年６月 国土交通省 都市局 都市計画課 都市計画調査室）

▲ マスターデータ（拡大係数を付与したデータ）の作成イメージ

集計した際に、全ての母数データ
分布に、なるべく整合するような
拡大処理係数を設定



WEB調査システム
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道央都市圏における検討状況

 国土交通省よりWEB調査システム・位置情報取得アプリ等の提供を受け、道央都市圏PT調査への適応性を検証中。
協議会で整理した独自の設問項目を追加するなど、国土交通省のシステムをベースに道央都市圏版へ改良する考え。

 調査実施前には動作テストを実施する予定。 ※詳細は令和７年度発注業務で整理する

WEB調査システムの検討

回答進捗バー

中途保存機能

入力情報削除ボタン

回答を支援する様々な機能が
予め用意されているため、
さらに必要と考える機能を
必要に応じて追加する

▲ 国が提供するシステムにおける個人票画面 ▲ 国が提供するシステムにおける標準的な回答の流れ

任意で準備が必要



広報計画



29他都市圏を参考としたインセンティブの検討

○ 広報活動による調査の信頼性向上/回答者の安心感向上に加えて、 インセンティブによる協力意欲喚起も重要。
○ 他圏域の実施事例などを参考に、抽選によるインセンティブ付与を検討中。 ※詳細は令和７年度発注業務で整理予定

第５回PT調査におけるインセンティブの検討

パターンＡ

回答者の中から抽選で景品を進呈
パターンＢ

本体調査の全配布世帯に景品を進呈

〓 他都市圏の実施事例 〓

○ 紙媒体回答者
応募用紙に必要事項を記入し、返信用封筒に同封して応募

○ Web回答者
回答後に表示される応募フォームに必要事項を記入して応募

〓 他都市圏の実施事例 〓

○ 本体調査票が郵送される全世帯
封筒にオリジナルボールペンを同封

○ Web回答者
デジタルギフト券(100円分)を進呈

道央都市圏における検討

 調査対象者（抽出世帯数）、予算規模、期待される効果などから総合的に判断し、ご回答いただけた方の中
から抽選で景品を進呈する方向（パターンＡ）で検討中。

 景品の準備や郵送等に係る経費などを踏まえながら準備を進め、次回以降の協議会で報告予定。

※ 各自治体において可能な対応（独自のグッズ準備）などについても模索する考え

※ Webの回答割合を高めるため、Web回答者向けのインセンティブについても検討する考え




